
3 豚 の発育および居体形質と肉質との関係

1  背 景 と特 徴

錠近、豚の肉質について、消費者も含めて、関心が高まっている。豚の肉質は遺伝的要四、

及び屠殺時の環境的要因によって影響を受けると言われているが、未だ明確な解答は得られて

| い
ない。そこで、豚の主要な発育形質である 1丹平均始体主、及び主要な磨体形質である背腰

長 (I)、 背脂肪の厚さ口Tス 断面積、並びにハムの害け合と肉費との関連性について検討 した。

2  技 術の内容

1)1日 平均増体重の大きい豚の肉色は赤さが低く、丈色さが高い傾向がある。

2)背 腰長 (I)の 長い豚は肉色、テクスチヤーとも使れる傾向がある。

ロース断面積の大きい豚の肉は硬峰傾向があるの

3)背 丹旨肪の厚さと' ムヽの割合は、内質とは大きな関係が認められなかった。

3  指 導 上 の留意事項

ロース断面積と優さの関係について、表型相関は 1%水 準で有意であったが遺伝相関は、ほ

とんど0で ある。また、実際にロース断面積を太くするような迅抜を行なっているが、硬さの

世代変化をみると必らずしも彼 くなっていない。 このことから、ロース断面積と破さの相関と、

ロース断面積の選抜による賀さの変化とな別個に考える必要がある。

4  試 験 成積の概要

1)試 験課題名 程 豚の地域環境別逃抜試飲

2)試 験年次および場所 昭 和 46年 ～ 岩 手誌誤

3)試 験方法

調査豚は構豚の地域表境別逃抜試町tの対 1か ら第 4世代までの出二抜調査厭鍋8頭 で調査豚     |

は 30浄 より同腹隊 2頂洋句で新産内能力枚定飼料を不断給餌し、 90脅 到連後磨枝した。肉     |

質調査ではテクスチヤー、内色、保水性、 pHを 測定 したO                    f

l)試 飲結果

豚の主要な発育訂形賀と肉質との関対と性について若干の知見を得ることが出来た。

5)主 要成果の具体的データー
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図-1 系 統造成の逮抜説査豚に

おける肉の板さの世代変化 筋
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6)残 された問題点          i

更にサンプル荻を多 くして分析すると共に、特に、ロース断面積と硬さの関係について、

実際lrc口_ス 断面積を大くするような基抜を行なった場合1/C今後硬さがどのように変化する

かを検討する。
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